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Ⅲ
という言葉をご存次Hでしようか。日高

育成牧場では r`成10年に生産青成OF究■を開設し、繁殖お

よび生産育成に関するれ,究に林手しましたが、当時の繁殖

4ヒ馬や生産ヽは,F究Ⅲ3という位廿づけでhi統金録はありませ

んでした。一方、軽極馬生産育成のあり方統|」会などの相i

告によりますと、 1本産15の資質は血統および後期育成技1,

の向 になどにより、飛躍的にレベルアップが茎られてきました。

しかし、生産から初'uⅢ「対1育成,明には多くの課胆が残され

ていることが指摘されていますcそ こで、 高 育成牧場では

本分ttの調査研究を強化するため、繁殖|ヒ馬のお腹のⅢか

ら城た馬になるまでの一貫した生産育成業務を、平成20年

の交配から,H始しました。そして、平成21年以降に31tiした

と加は、l FIkセリ「場で眺買したJRA育 成馬と1司frに、有

成訓教後にJRAブ リーズアップセールで売却し、城走拠で統

高にしています。これらのJltAが自ら二Lにした馬をJRAホ ーム

ブレッドと呼んでいます。今回はJRAホ ームブレッドを活用し

て取和rんでいる調査研究についてごIr介します。

最初は妊娠馬のテL汁のpH lこのlll定による分lrt時期のllt

定方法ですc分 娩日が近づくとPH 14は低 下していきますが、

pH値 が64に逆していな↓テイ」ゴH日σ)分yl.は,はこらないことが

わかりました。これによりpH値 が64に逆していない夜出の分

娩惟視は必要なくなり、生産者の労力ttt ltにつながっていま

す。本法は仙使で迅速かつ止化なことから生産界に広く普及
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されています。

二つ日はサラブレッドTIの経産空胎H子の乳tlとしての活用で

す。"iと後の母汚の死亡や育千及実などでll乳が絶たれた

場合、子馬は人工‖i子しまたはい種馬以外の乳Ⅲによって育

てられます。ところが、市「者は夜円の哺手しなどの人的労力が

多大なことや子馬の社会1生が欠夕「しやすいこと、後者は乳サ

の埠人賀 llや外部から子は母を導入することによる防寝上のll

題が生じるなどのデメリットがあります。そこで、自牧場で球養

している縦産々胎馬にホルモン処世で泌ラしを誘発し、テL母と

して活川する方法を抜利しました。本法は比伎的気性の荒い

サララブレッドlrを言し出にする魂Lしきはありますが、空胎馬は

,L母として活'けできるとともに、当該年の交Hご受胎も可能で

あり、そ【用対効米の面から右,けな方法であると考えられます。

三つ日は■後1～8週怖の子馬にみられるTl子■の級状陰

杉で、球節部のX線 校企において前性で約50n。、後肢で

約19C.に認められることがり1らかとなりました。これまでは政行、

疼偏ゃlr帳とぃぅ障i床症状はみられないこと、市肢では通常1、

2ヵ月後には線状 _‐形が消失することから気llかずに見過ご

されていた所兄です。要広はLlや靱併が未発注な子15が、

広い放牧地を母rFの後についてたりに1るためと考えられてい

ます。本所兄は病noなものかitF■的なものか、また競た権力

に影響するものかを含めて、子馬を広いllI牧地に波牧伊‖始

する適期について検討しています。

四つ日は離冬期の放牧告〕l方法です。近年、寒冷地であ

る 1高地区で冬期間の住夜放牧が試行されています。舷冬

刃!の昼夜放牧と生ll t牧のどちら力液 イtているかを結論l11する

ことはい昨ですが、そ々の特性や注意点をり1ら力村=すること

で、安全かつヽの控今な成長をltltLする放牧告T■が可能に

なるものと期待しています。

日高育成牧場では、その他様々な課題に取紅んでおり、

評和HはJRA育 成馬ホ
ームページhttp:/ホwwSra gojp/

training/index htmlをご境ください。このように、JIPAは

JRAホ
ームブレッドを始めとしたJRA育 成ヽを,古川すること

で、生産有成坤1の飼た借J!技術の「l上、ひいては
Ⅲ
強い馬

づくり
Ⅲ
に貢献できることを取っています。
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